
  

 
 

  
OBKE（EVO）アルミモノキートップケース 

適応商品 商品ＮＯ． 

モノキーベース用 

（接点付き不可） 
別途記載 
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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる事故や損害につい

て、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

禁止の行為であることを告げる

ものです。 
 

行為を強制したり指示する内

容を告げるものです。  

その他の警告及び注意を告げる

ものです。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は指定懸架ステーに所定の状態で取り付けられた GIVI モノキーベース（接点なし）（別売り）専用品です。接点付き（後付け含む）の

GIVI モノキーベースや、モノロックケース付属の汎用ベース、M5M、M6M、MM などの GIVI モノロックベースには取り付けできません。 

・本商品は指定最大積載重量（ケースに収容可能な内容物の MAX 総重量）は 10Kg です。ケースの指定を超える総重量となる内容物をケース

に収納したり、ケースの上に荷物を積載する事はおやめください。 

・ケース本体やケース上蓋の脱着が困難な場合は、リリースレバーやパニアホルダー篏合部、ヒンジ部に無理な力を加えないでください。変形や破損など

不具合の原因となります。 

・本商品をつかんでメインスタンドを掛けたり車両の取回しをしないでください。破損や変形の原因になります。 

・本商品に曲げ・切削・溶接などの加工を行なわないでください。商品や車両側の破損だけでなく、重大な事故につながる恐れがあります。 

・オフロードなどの悪路では走行しないでください。破損や脱落など不具合や事故の原因となります。 

・法定速度を必ず遵守してください。また 100km/h を超える状態での走行使用は、操舵性の変化や破損、脱落など不具合や事故･損害の原因

となる恐れがあります。 

・組み付け作業が終わるまでエンジンの始動、走行は行なわないでください。 

 

・作業は適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗または認証工場にて脱着作業をご依頼ください。作業が適切に行なわれないと、

作業中やご使用中に車両や商品の損傷や不具合などに繋がる場合があります。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用ま

たは車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。パッケージの取り扱いも含め、取

り扱いの際は必ず保護手袋を着用しケガには十分に注意して作業を行なってください。またエッジや突起部がある場合はヤスリなどを使用して

適切な処理を行ない、取り除いてください。 

・本商品を開梱の際は構成部品に外観の不具合や異常がないことを必ず確認ください。万一お気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求

め販売店へ速やかにご相談ください。 

・作業中取り外した純正部品の破損・紛失には十分注意してください。また、各部ねじが緩みにくい場合は浸透潤滑油などを使用してください。 

・本商品を組み付ける GIVI モノキーベース（別売り）に接点が組み付けられている場合は、ベースから接点を必ず取り除いてからご使用くださ

い。接点付き（後付け含む）のベースに商品を取り付けると、ケースとベースプレート後側のアタッチメントとの所定の篏合が得られず、部品破

損や脱落などの不具合や事故損害などの原因となります。 

・ベースのラバーストッパーのゴム状態は定期的に点検し、適切なタイミングで新品交換してください。使用損耗や素材劣化が生じた品を使用す

ると、ケースとベースプレートとの所定の密着感が得られず、振動増加や部品変形破損などの不具合や事故損害の原因となります。 

・海外製品につき、組み合わせるねじ類の通りが渋い場合があります。十分にご確認いただき、適切な工具を使用して適宜修正してください。無理

な作業は部品破損の原因となります。 

・商品付属ねじの指定トルクは「M6：10N・m」、「M8：20N・m」です。また、ねじ緩み止め剤の併用をオススメします。純正部品につきまし

ては必ず車両メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、指定トルクで確実に締め付けてください。これらの締め付けが不適切だと部品破損・脱

落の原因となります。 

・各部品は必ず一旦仮締めとし、車両への組付状態を十分確認し、位置決めしてから本締めしてください。製品個体差や車両個体差により、車両へ

のフィット感や組付クリアランスはお手元の商品程度となります。程度の差につきましてはあらかじめご了承ください。 

・エンジンやマフラーなどが十分に冷えている状態で、安定した平らな場所を選んでメインスタンドなどを使用し、車両を安定させて周囲の安全

を十分確保したうえで作業してください。 

・ケース脱着の作業は安定した平らな場所で、車両の安定と周囲の安全を十分確保したうえで確実に行なってください。 

・ケースの蓋を閉める際やロックして走行使用する際は、荷物が蓋に挟まれていないことを必ず確認してください。 

・ケースを取り付けると車両重量の増加と重心変化、空気抵抗等の理由によりハンドリングおよびブレーキ性能等が変化します。慣れるまでは十

分注意して運転を行なってください。 

・本商品は素材独自の風合いを出すために、アルミ部分に表面処理を行なっておりません。水分などが付着したまま放置したり、湿気が多い環境で使

用するとアルミ部分にサビが発生します。また手垢や水垢などの汚れも定着しやすい傾向があります。時間を置かずに拭き取ったり、定期的にメン

テナンスを行なってください。 

・本商品を洗浄や拭き取りする際は、研磨剤入りの磨き材や目が粗い織布は使用しないでください。 
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 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は防滴性を考慮した設計ですが、完全防水ではありません。また収納する内容物のキズ付きを保護する目的の商品ではありません。内容

物の防水や破損対策を確実に行ない、ご使用ください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km 毎に

同様の作業を行なってください。 

・定期点検を怠ると重大な事故やトラブルの原因となります。必ず実施してください。また定期的な点検整備や日々のメンテナンスを怠り発生し

た不具合や事故損害につきましては、如何なる場合でも当社および GIVI 社では一切の責任を負いません。あらかじめご了承ください。 

 

・本商品は記載された適応車種のノーマル車両（無事故車）にて取り付け確認を行なっております。立ちゴケや転倒などでダメージを負った車

両はもちろん、別途付加された純正アクセサリー類や他社製品、加工部品などとの組み合わせは未確認となります。 

・本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの保証は、一切お受けできません。また商品保証は、本商品のみ対象となります。 

・ケース自体は施錠できますが、盗難を完全に防止することはできません。車両を離れる際はケース内に貴重品を入れたままにしない、ケースを

取り外して持ち歩くなどの自己防衛が必要です。 

・ご使用環境やご使用状況によってはケース内部が高温になる場合があります。ご注意ください。 

・本商品および指定同時装着品の構成部品は金属や樹脂を素材としております。経年変化や使用損耗によりサビなどの素材劣化が進行し、予期せぬ不

具合や事故が発生する場合があります。必ず定期的に点検整備を行なってください。雨水がたまりやすい箇所や金属溶接部周辺などは特に念入

りに行ない、異常があれば使用を中止して新品に交換して下さい。 

・素材と製造方法、製品個体差により、仕上がり品質はお手元の商品程度となります。溶接や塗装、小傷、歪み、表面の汚れ、蓋の篏合具合、パ

ニアホルダーへの組み付けフィット感など、程度の差につきましてはあらかじめご了承ください。 

・本商品にガソリンやブレーキフルード、アセトン、シンナーなどの有機溶剤や化学物質を付着させないでください。キズや曇り、表面の変質や

変色などの原因となります。 

・本商品は指定部品のため、通常の継続車検を適用できます。構造変更届けは不要です。 

・本商品を取り付けた場合に車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く可能性があります。 

・各ケースの種別や詳細、最新情報は GIVI 専用ホームページ http://www.givi-jp.com にてご確認ください。 

・本商品、または本書でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

商品情報 

パーツ名 品番 容量 重量 奥行×幅×高さ 外観色 

OBKE58AD（EVO） 43310 
58Ｌ 約7kg 

456mm×586mm

×325mm 

アルミ地 

OBKE58BD（EVO）（ブラックライン） 43320 アルミ黒塗装 

OBKE42AD（EVO） 46556 
42L 約6kg 

456mm×440mm

×325mm 

アルミ地 

OBKE42BD（EVO）（ブラックライン） 46558 アルミ黒塗装 

 

商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① OBKE（EVO）モノキートップケース 別記 1 ④ インナーマット  1 

② ラバーストッパー（Z126A） 肉厚 9.5mm 4 ⑤ 取扱説明書（本書）  1 

③ セキュリティロックキー  2     

 

 ご使用前のお願い                                     

・GIVIトップケースの上蓋に貼り付けされている下記ステッカーは必ず剥がしてからご使用ください。 

ステッカーを剥がさずにご使用頂くと、ステッカーの跡がトップケース側に残ってしまうなど、外観を 

損ねる原因となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.givi-jp.com/
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 ケースの蓋を開ける ※ケースの蓋を閉める際は逆の手順で行なってください。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．①OBKE（EVO）モノキートップケースのキーシリンダー保護キャップを外し、③セキュリティロックキー 

   をキーシリンダーの奥までしっかりと挿し込み、鍵を右（3時方向）に回してロック解除します。 

（イラストA参照） 

2．ロック金具の左右のノブを指でつまみ、ロック金具下側を手前に引き寄せます。その状態で上に押し上げ、 

ロック金具のツメと蓋のロックバーとの嵌合を外し、金具のロックを解除します。 

（イラストA参照） 

3．蓋に設けられたハンドルをしっかりと持ち、ロック金具の嵌合部に引っ掛からないよう注意しながら、蓋を 

開けます。（イラスト A 参照） 

※上記とは逆の手順でケースの蓋を閉める際は、荷物が蓋に挟まれていないことを必ず確認してください。変形や破損 

などの恐れがあります。 
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 ケースをベースプレートに取り付け、走行使用する                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．①OBKE（EVO）モノキートップケースを両手でしっかりと支え持ち、脱落させないよう十分注意しながら、 

ベースプレート前側の凸部（2箇所）に①ケースを嵌合させます。（イラストB参照） 
※この時、①ケースのキーポジションはロック/ロック解除はどちらの位置でも問題はありません。 

2．引き続き①ケースをしっかりと支え持ち、手順1で行なった嵌合が外れないよう十分注意しながらベース 

   プレート後側の凸部（1箇所）に①ケースの嵌合部を押し当て、ベースプレートに①ケースを確実に取り 

付けます。（イラストB参照） 

※ベースプレートへの取り付けが困難な場合は、①ケースのキーシリンダー下部にあるレバーアームを操作して慎重に作業 

してください。この時、レバーアームやベースプレート嵌合部に無理な力を加えないでください。変形や破損など不具 

合の発生や破損の恐れがあります。 

3．車体を倒さないよう十分注意しながら①ケースを両手で揺り動かし、ベースプレートへの取り付けに異常 

がないことを必ず確認してください。また、キーシリンダーに③セキュリティロックキーが挿し込まれて 

いる場合は必ず抜き、保護キャップを被せてから走行使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同梱されているラバーストッパー（Z126A／肉厚9.5ｍｍ）はＭ５ベースに取り付けられているラバースト 

ッパー（肉厚8.0ｍｍ）より厚いストッパーとなっています。ケースの振動が気になる場合にお使いくださ 

い。また、ベースのラバーストッパーをZ126Aに変更した場合、上記方法では取り付けが固く、ロックが 

不十分（半ロック状態）になっていることがあります。手順３の段階で十分確認してから走行使用してくだ 

さい。取り付けが固い場合は、 ケースの蓋を開ける の手順に従って蓋を開け、ケースの底とベースの下 

を両手で挟むようにして取り付けしてください。 
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 ケースをベースプレートから取り外す                           

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

1．①OBKE（EVO）モノキートップケースのキーシリンダー保護キャップを外し、③セキュリティロックキー 

をキーシリンダーの奥までしっかりと挿し込み、③セキュリティロックキーを右（3時方向）に回してロック 

解除します。 

2．①ケースを両手でしっかりと支え持ち、キーシリンダー下部にあるレバーアームの左右のノブを指でつまみ、 

アームを手前に引いてベースプレート後側の凸部（1 箇所）と①ケースの嵌合を慎重に外します。 

（イラストC参照） 

※.この時、レバーアームやベースプレート嵌合部に無理な力を加えないでください。変形や破損などの不具合が発生 

する恐れがあります。 

3．引き続き①ケースを両手でしっかりと支え持ち、ベースプレート前側の凸部（2箇所）と①ケースの嵌合を 

外し、脱落させないよう十分注意しながらベースプレートから①ケースを完全に取り外します。 

（イラスト C 参照） 
 


